
　旧水上方面
の方を対象

に、決められた場所で乗降とな
ります。ただし、8 時粟沢地区
発の1 便と、帰りは12 時中央
病院発の1 便のみとなっていま
す。これには、入院患者の付き
添いの方も乗車可能です。

病院や診療所などにかかりたいけれど
どうしようと、こんな「困った」は
ありませんか？

利根保健生協では、通院手段にお困りの方を対象に
「通院支援サービス」を無料で行っています。　
● 沼田市・利根郡及び高山村に居住している組合員本人
● 自立歩行が可能な方、または付き添いがあれば歩行可能な方

沢
山
居
る
」
と
い
う
事
で
あ
る
。

50
年
前
の
自
分
に
は
、
想
像
で
き

ぬ
位
の
年
齢
で
あ
る
。
10
年
前

の
病
院
退
職
時
は
そ
れ
程
年
齢

を
気
に
し
な
か
っ
た
。
今
回
は

非
常
に
気
に
な
る
▼
社
会
で
は

「
２
０
２
５
年
問
題
」
を
誰
で
も

口
に
す
る
。
社
会
保
障
の
担
い
手

が
、
現
状
の
騎
馬
戦
型
（
3
人
で

1
人
を
担
う
）
か
ら
肩
車
型
（
1

人
で
1
人
を
担
う
）
に
な
る
と
い

う
。
若
手
か
ら
は
「
い
い
か
げ
ん

に
し
て
・
・
・
私
達
の
年
代
は
ど

う
な
る
の
？
」
と
嫌
が
ら
れ
る
向

き
も
あ
る
。
こ
れ
で
良
い
の
か
？

▼
後
期
高
齢
者
に
な
る
と
複
数
の

病
気
を
持
ち
、
総
合
病
院
も
し
く

は
3
～
4
か
所
の
診
療
所
が
「
か

か
り
つ
け
医
」
に
な
る
。
面
倒
こ

の
上
な
い
。
車
の
免
許
の
書
き
換

え
に
認
知
症
検
査
が
入
っ
て
く

る
。
免
許
許
可
期
間
も
5
年
か
ら

3
年
に
短
縮
さ
れ
る
。
免
許
証
を

貰
う
の
に
余
計
に
お
金
が
か
か
る

▼
こ
の
道
は
“
い
つ
か
来
る
道
”

人
に
よ
っ
て
は
“
い
つ
か
来
た

道
”
な
の
で
あ
る
。
嘆
く
ば
っ
か

り
で
は
進
歩
が
な
い
。
こ
れ
か
ら

団
塊
の
世
代
が
ど
っ
と
仲
間
入
り

し
社
会
の
多
数
派
に
な
る
。
そ

う
し
た
ら
「
老
人
天
国
」
の
社
会

の
創
成
に
力
を
尽
そ
う
。
そ
れ
に

は
今
か
ら
準
備
が
必
要
だ
。
高
齢

者
の
再
雇
用
の
道
は
、
人
材
不
足

の
介
護
だ
っ
て
「
介
護
助
手
」
の

道
が
拡
が
り
つ
つ
あ
る
。
政
府
の

「
働
き
方
改
革
」
も
定
年
延
長
だ

け
で
な
く
、
適
材
適
所
、
高
齢
者

の
活
用
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

10
年
以
上
続
け
て
き
た
桜
町
1
周

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
つ
つ
最
近

考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
と
ね
在
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
長
・

都
築
）

　

私
も
い
よ
い
よ
後
期

高
齢
者
の
仲
間
入
り

を
し
た
。「
仲
間
」
と

は
、「
一
人
で
は
な
く

一人は万人のために 万人は一人のために

当生協では、10、11 月の「生協強化月間」に引き続き、3 月末まで地域訪問にとりくみます。増資にご協力ください。
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個別送迎 集団送迎

片品診療所の通院支援

福祉有償運送

利根保健生協　2018 年１月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・30,283 人
出 資 金 額・・・・1,620,094,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・53,498 円

理事32名　監事4名　総代209名　班長1,444名

発　行　人　糸 賀 俊 一　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　21,800　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

　利根中
央病院・

利根中央診療所・利根歯
科診療所を利用する方で
ご自宅からご自宅までを基
本としますが、同一方面の
方の乗り合わせとなってい
ます。

　片品診療所受診
の方で、片品村・

利根町に居住の方を対象として、個別送迎を行ってい
ます。

問 い 合 わ せ
（片品診療所）

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262

利 根 中 央 病 院
片 品 診 療 所
利 根 中 央 診 療 所
利 根 歯 科 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
介護老人保健施設とね
サニーホームひまわり

沼 田 市 沼 須 町
片 品 村 鎌 田
沼田市西原新町
沼田市高橋場町
みなかみ町後閑
沼田市東原新町
沼田市高橋場町

☎（22）4321
☎（58）3910
☎（24）1202
☎（24）9418
☎（25）3399
☎（22）8855
☎（22）3223

http://www.tonehoken.or.jp/tonehoken-kumiai/
ホームページ で検索できます利根保健

病院が遠くなり歩いて通えな
くなった。

Ａ子さんの場合

眼科受診の際、検査の関係で
運転が不安。

Ｄ男さんの場合

家からバス停まで歩けない。

Ｂ男さんの場合
運転ができず、家族や友人に
仕事を休んでもらって送り迎
えをしてもらっている。

Ｅ子さんの場合

免許も車もあるけど、雪が降
ると運転が心配。

Ｃ子さんの場合

免許を返納しようと思っている。

Ｆ男さんの場合

 利根中央病院　生協ルーム
 「通院支援係」「福祉有償運送係」へ
　　　　　　　　　　　　お電話ください。

問い合わせ
　☎ 0278-22-5050
　  月～金曜日 9：00 ～ 16：30
　  土曜日　　 9：00 ～ 12：00

　☎ 0278-58-3910
　月～金曜日 9：00 ～ 16：30
　土曜日　　 9：00 ～ 12：00

　移動するのが困難な
方を支援するために、

医療生協などの非営利法人に認められた有償運送事
業です。発着のどちらかが沼田市であることが必要
です。利用料金その他詳しくはお問い合わせくださ
い。利根中央病院　生協ルーム（福祉有償運送係）まで。

土曜日シャトルバス組合員
通院支援

沼田駅 8：00発で30分間隔　8：00〜11：00発（7本）
利根中央病院　11：40〜13：10発（4本）
＊ご利用の場合は手を挙げてください

沼 田 駅

利根中央病院 沼田市役所

テラス沼田 利根歯科診療所

沼田高校前 利根中央診療所

保健福祉センター

行き
帰り

赤帽が目印の　

私たちが　　

お手伝い致します !
通院にお困りの方はご相談を！通院にお困りの方はご相談を！

　これらをご利用の際は、まず登録が必要になります。お電話をいただく
か、受診の際に通院支援を利用したい旨を職員に伝えてください。係をご案
内します。
　私達医療生協は、差額ベット代や個室料金をいただいていません。組合員
皆さんからお預かりした出資金が、事業運営（機器の購入、新規建設、通院
支援など）の元手になっています。
　組合員本人になっての利用と増資の協力をお願いしています。



利 根 の 保 健

生協に加入するには、出資金（1 口 1,000 円）が必要ですが、各個人での加入をすすめています。新規加入は 5 口以上をお願いします。

（２）第582号2018年３月１日（毎月1回1日発行）

〈
沼
田
西
支
部
〉

小
泉　

敏
枝

〈
沼
田
北
支
部
〉

小
渕　

富
子

〈
利
南
支
部
〉

加
邉　
　

清

加
邉
ウ
メ
子

佐
藤　

紀
子

山
本
ひ
と
み

〈
白
沢
支
部
〉

三
田　

沙
織

〈
利
根
北
支
部
〉

本
多　

  

效

〈
片
品
支
部
〉

後
藤　

久
子

〈
川
場
支
部
〉

伊
澤
菜
美
子

新
藤　

和
子

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

竹
本　

紀
彦

〈
猿
ヶ
京
支
部
〉

田
村　

和
寿

〈
須
川
支
部
〉

山
﨑
賢
太
郎

〈
新
巻
支
部
〉

髙
橋　

好
生

〈
昭
和
東
支
部
〉

横
坂　

和
敏

横
坂　

梨
奈

林　
　

精
一

佐
藤　
　

宏

加
藤　
　

剛

〈
昭
和
南
支
部
〉

金
井　
　

崇

加
藤
美
代
子

飯
塚
恵
美
子

〈
職
域
〉

青
木　
　

大

よ
う

　 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
１
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
25
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

１
月
の

新
加
入
者

１月23日草津白根山噴火
利根中央病院ＤＭＡＴ隊出動

虹のバレンタイン行動

～
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
た
め
に
～

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
消
費
者
市
民
社
会

２
月
10
日
「
生
命
（
い
の

ち
）
輝
か
そ
う
群
馬
県
民
～
地

域
医
療
構
想
と
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
２
０
２
５
年
を

見
据
え
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
全

国
自
治
体
病
院
協
議
会
会
長

　

蓮
見
公
雄
先
生
を
講
師
に

迎
え
学
習
講
演
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
」「
社
会

保
障
制
度
」「
地
域
医
療
」な
ど

地
域
住
民
、
医
療
・
介
護
事
業

所
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
多

岐
に
わ
た
り
話
さ
れ
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
た
の
は
訴
訟

の
多
い
病
院
こ
そ
、
救
急
患
者

を
し
っ
か
り
受
け
入
れ
て
お

り
、
訴
訟
リ
ス
ク
が
高
く
て

も
、
救
急
を
断
ら
な
い
医
療
が

大
切
で
あ
る
こ
と
。
退
院
先
と

し
て
、
速
や
か
に
在
宅
・
施
設

へ
退
院
支
援
で
き
る
か
が
カ

ギ
と
な
る
こ
と
。
さ
ら
に
一
般

病
院
の
や
る
べ
き
こ
と
と
し

て
「
呼
吸
器
疾
患
は
重
点
的

に
」「
フ
レ
イ
ル
、
ロ
コ
モ
な

ど
の
予
防
」
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
に
つ
い
て
も
今
後
、
最
大
最

強
の
病
棟
に
な
る
で
あ
ろ
う

と
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・
２
０
２
５
年

問
題
の
重
要
性
を
考
え
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
。」
と
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

２
月
14
日
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
ち
な
ん

で
、
医
療
福
祉
生
協
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、

社
会
保
障
の
改
善
を
国
民
に
訴
え
る
こ
と
を

記
載
し
た
カ
ー
ド
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
セ
ッ
ト
に
し
て
全
て
の
事
業
所
で
、
来
院
さ

れ
る
方
や
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
全

体
で
１
、
２
０
０
人
に
配
布
し
ま
し
た
。

こ
の
「
虹
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動
」
は
、
当

生
協
が
加
盟
し
て
い
る
日
本
医
療
福
祉
生
協

連
が
提
唱
し
て
い
る
も
の
で
す
。
病
院
の
外
来

で
は
、
組
合
員
さ
ん
た
ち
が
参
加
し
て
配
布
行

動
と
な
り
ま
し
た
。
早
速
、
配
布
し
た
カ
ー
ド

に
書
か
れ
て
い
る
「
子
育
て
支
援
、
多
世
代
型

サ
ロ
ン
っ
て
ど
こ
に
あ
る
ん
で
す
か
」
と
子
育

て
中
の
若
い
マ
マ
さ
ん
か
ら
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

２
月
15
日
「
連
携
・
協
働
を

進
め
よ
う
～
消
費
者
市
民
社

会
を
み
ん
な
の
手
で
～
」
を
テ

ー
マ
に
地
方
消
費
者
フ
ォ
ー

ラ
ム
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

消
費
者
支
援
群
馬
ひ
ま
わ

り
の
会　

理
事
舟
木
諒
氏
に

よ
る
「
適
格
消
費
者
の
活
動
・

行
政
や
市
民
と
の
連
携
を
目

指
し
て
」
と
題
し
た
基
調
報
告

と
行
政
・
団
体
か
ら
の
取
り
組

み
報
告
後
、
分
散
会
に
て
活
発

な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

報
告
の
な
か
に
は
28
年
度
末
で

は
、
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
に
は
多

く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
特

に
高
齢
者
の
被
害
者
は
後
を
絶
た
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
地
域
と
行
政
、
各
種
団
体

が
連
携
し
、
気
軽
に
誰
に
で
も
何
で

も
話
せ
る
関
係
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
域
も
多
く
生
ま
れ
て
い
る

と
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の

つ
な
が
り
で
は
、「
見
守
り
活
動
」
も

重
要
な
活
動
で
そ
の
中
で
地
域
の
高

齢
者
を
被
害
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き

た
な
ど
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
医
療
生
協
の
組
合
員

や
消
費
生
協
、
地
域
の
各
種
団
体
と

の
連
携
・
協
働
で
、
地
域
か
ら
被
害

を
出
さ
な
い
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

消
費
者
被
害
を
出
さ
な
い
た
め
に

地
方
消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

１
月
23
日
、

草
津
白
根
山
噴

火
の
一
報
を
受

け
て
病
院
救
急

車
に
資
機
材
を

積
ん
で
医
師
や

看
護
師
ら
計
８

人
で
災
害
拠
点

本
部
と
な
っ
た

西
吾
妻
福
祉
病

院
に
向
け
出
動

し
ま
し
た
。

午
後
１
時
に

到
着
す
る
と
、

現
地
本
部
と
な
っ
た
草
津
国
際
ス

キ
ー
場
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
山
麓
駅

近
く
の
青
葉
山
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
向

か
う
よ
う
指
示
を
受
け
ま
し
た
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
頂
駅
に
約

80
人
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と
の

情
報
を
得
た
た
め
、ま
ず
最
初
に
、

県
生
協
連
と
く
ら
し
の
会
の

主
催
で
「
消
費
者
ま
つ
り
」
が
、

２
月
11
日
（
日
）、県
庁
県
民
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
方
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

「
消
費
者
ま
つ
り
」
は
、県
内
の

生
協
と
く
ら
し
の
会
が
、
県
民
に

そ
の
活
動
を
知
ら
せ
る
こ
と
や
販

売
品
を
紹
介
す
る
こ
と
、
消
費
者

に
賢
い
知
識
を
普
及
す
る
こ
と
を

主
な
目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

ま
つ
り
は
、
大
道
芸
人
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
ウ
ク
レ
レ
ユ
ニ

ッ
ト
の
演
奏
、
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
試
食
会
、
医
療

生
協
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
大

抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
最
後
ま

で
大
勢
の
方
が
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

救
助
さ
れ
た
人
を
円
滑
に
診
察
す

る
方
法
や
そ
の
ス
ペ
ー
ス
作
り
を

考
え
、
待
機
し
ま
し
た
。
救
助
者

は
凍
り
付
い
た
よ
う
に
手
が
冷
た

く
、
頭
や
服
に
雪
が
付
い
て
い
ま

し
た
が
、
携
帯
電
話
が
通
じ
て
い

た
せ
い
か
、
思
っ
た
よ
り
も
落
ち

着
い
て
い
ま
し
た
。

消
防
職
員
と
ペ
ア
を
組
ん
で

脈
拍
等
の
確
認
と
症
状
の
聞
き
取

り
を
行
い
、
多
数
の
組
織
と
連
携

し
て
救
助
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

「
助
け
ら
れ
る
人
を
助
け
る
こ

と
が
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
の
仕
事
な
の

で
、
災
害
現
場
に
よ
り
活
動
内
容

や
必
要
な
資
機
材
が
毎
回
異
な

る
た
め
訓
練
が
重
要
と
改
め
て
感

じ
た
」
と
救
助
活
動
に
携
わ
っ
た

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
は
話
し
て
い
ま
し

た
。（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
と
は
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
の
略
称
）

「消費者まつり」

主催：利根保健生協 囲碁大会実行委員会
問い合わせ：事務局　組織部　22-2300

第33回 囲碁大会第33回 囲碁大会第33回 囲碁大会第33回 囲碁大会
●と　  き　3月 18日（日）
●受付開始
 8 時 30 分　　開会：9時　
●会　　場
 老人保健施設とね　1階
●参　加　費
 １，０００円　（昼食代含む）
●申　込　先
 3月5日までに、下記の実行委員
　または事務局へ
〈沼　田〉佐藤禎通　24-3593
　　　　　永井達郎　23-1964
　　　　　田村賢一　23-9718
　　　　　生方敬二　24-8239
〈月夜野〉高橋建六　62-2045
〈水　上〉阿部圭助　72-3768
〈新　治〉林　誠行　66-0876
〈昭　和〉杉木哲二　24-3872
〈高　山〉阿部八郎　090-5767-8002

群
馬
県
の
医
療
と
介
護
を

考
え
る
学
習
講
演
会

健康チェックの様子



一人は万人のために 万人は一人のために
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春
寒
の
風
の
死
角
や
ク
リ
ス
墓
地

ほ
ろ
酔
の
春
駒
を
ど
り
を
と
こ
足

猟
銃
が
二
月
の
空
を
突
き
破
る

竹
林
の
し
づ
れ
る
音
や
春
近
し

プ
レ
バ
ト
の
俳
句
メ
モ
リ
つ
春
炬
燵

怒
の
一
字
人
目
に
し
る
す
初
日
記

夜
空
冴
ゆ
一
夜
の
魔
法
月
消
し
ぬ

春

浅

し

膳

の

整

ふ

七

七

忌

大
寒
波
さ
む
さ
を
し
の
ぐ
老
夫
婦

幼
子
に
戻
れ
し
と
こ
ろ
や
炬
燵
か
な

春
ひ
い
な
見
守
り
く
る
る
安
堵
か
な

だ
ん
だ
ん
と
榛
名
の
坂
に
春
近
し

寒
月
の
欠
け
て
ゆ
く
空
の
深
き
か
な

大
寒
や
マ
イ
ナ
ス
十
度
続
き
を
り

技
真
似
て
豆
剣
士
燃
ゆ
寒
稽
古

竹

馬

の

頭

の

揃

ふ

父

子

か

な

吹
雪
く
日
や
姉
の
忌
終
え
て
安
堵
す
る

寒
明
け
の
０
番
線
に
待
ち
合
は
す

沼
田
市
柳
町�

貝
瀬　

久
代

沼
田
市
高
橋
場
町�

白
井
孝
四
郎

沼
田
市
高
橋
場
町�

木
暮　

一
夫

沼
田
市
高
橋
場
町�

生
方　

辺
秋

沼
田
市
高
橋
場
町�

永
井　

永
陽

沼
田
市
桜
町�

名
胡
桃
董
光

沼
田
市
横
塚
町�

星
野　

順
子

沼
田
市
横
塚
町�

宮
田　

君
子

沼
田
市
久
屋
原
町�

増
田　

安
男

沼
田
市
久
屋
原
町�

狩
野　

章
子

沼
田
市
新
町�

須
藤　
　

薫

沼
田
市
戸
鹿
野
町�

宇
敷
真
由
美

沼
田
市
硯
田
町�

平
井
登
志
絵

沼
田
市
下
沼
田
町�

丸
岡　

勇
吉

川
場
村
生
品�

桒
原
あ
や
子

み
な
か
み
町
上
津�

林　
　

明
男

み
な
か
み
町
湯
原�

石
田
み
よ
子

昭
和
村
森
下�

真
下　

章
子

腎
臓
は
、
人
間
が
生
き
て
い
く
の
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
臓
器
で
す
。
末
期
腎
不
全
に
な
る
と
、「
腎
臓
の
代
わ
り
」

と
な
る
手
段
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
こ
の
「
腎
臓
の
代
わ

り
」
が
腎
代
替
療
法
で
す
。
今
回
は
、
末
期
腎
不
全
か
ら
腎

代
替
療
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

2018. ３月号

腎
機
能
を
表
す

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
数
値

自
分
の
腎
臓
の
状
態（
腎
機
能
）を

表
す
数
値
と
し
て
、
血
液
検
査
の
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
（
Cr
）
と
い
う
数
値
が
あ

り
ま
す
。ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
筋
肉
内
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
す
る
時
に
作
ら

れ
る
代
謝
産
物
で
す
。
健
康
で
あ
れ

ば
、血
液
中
の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
腎
臓

で
ろ
過
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
尿
中
に
排

出
さ
れ
ま
す
。
腎
機
能
が
障
害
さ
れ

て
い
る
と
、
尿
中
に
排
出
さ
れ
に
く

く
な
り
、
結
果
と
し
て
血
液
中
に
溜

両

親

と
周

囲

が
騒

ぐ
初

節

句

豪
雪
や
き
っ
と
き
み
〜
は
来
な
い
里

日
米
で
自
画
自

賛
す
る
両
首
脳

貧
し
さ
と
虚
し
さ
連
れ
て
春
来
た
る

沼
田
市
薄
根
町�

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

沼
田
市
柳
町�

津
久
井
富
子

み
な
か
み
町
石
倉�

藤
田　

俊
彦

み
な
か
み
町
羽
場�

原
澤　

竹
路

利根中央病院
職 紹場 介リハビリ室

リハビリ職員は法人全体で４８人になり、病院のリハビ
リ室は、２５人で一般病棟および外来を対応しています。
２階リハビリ室には理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、
歯科衛生士を配置しています。入院直後から介入し病状に
合わせて運動をしたり、退院後の生活に困らないようにし
たり、機能の維持回復を他職種と相談しながらお手伝いし
ています。また、運動ばかりでなく認知症予防、お口のケア、
食事の食べにくさ、ことばの障害に対しても担当していま
す。外来リハビリでは退院後の方、日常生活で支障のある
方、外傷や慢性疾患により痛みを抱えている方の職業復帰、
小児の発達に対するリハビリも対応しています。
患者さんの生活を一番に考え、地域で安心して暮らせる
ように日々お手伝いしています。

ま
り
ま
す
。
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
腎
機

能
の
低
下
と
と
も
に
徐
々
に
値
が
高

く
な
っ
て
い
き
、
そ
の
状
態
が
続
く

と
慢
性
腎
不
全
に
な
り
ま
す
。
日
本

人
で
Cr
１
・
０
mg
／
dl
以
上
が
続
け

ば
、
間
違
い
な
く
慢
性
腎
不
全
と
言

っ
て
よ
い
で
す
。
早
期
診
断
・
早
期

治
療
に
よ
り
、
腎
機
能
の
低
下
し
た

状
態
が
続
く
の
に
歯
止
め
が
か
け
ら

れ
れ
ば
、
末
期
腎
不
全
と
な
る
可
能

性
は
相
対
的
に
低
く
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
十
分
に
治
療
介
入
が
で
き
ず
、

慢
性
腎
不
全
が
進
行
し
、（
患
者
さ
ん

の
症
状
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
）
Cr
４
・
０
～
８
・
０
mg
／
dl
以
上

と
な
る
と
、
末
期
腎
不
全
の
範は

ん

疇ち
ゅ
うと

な
り
ま
す
。

腎
臓
の
代
わ
り
と
な
る
手
段

腎
代
替
療
法

腎
臓
は
、
人
間
が
生
き
て
い
く
の

　

慢
性
腎
不
全
と
は

は
じ
め
に
、
慢
性
腎
不
全
に
つ
い

て
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？　

慢
性
腎

不
全
に
な
る
と
、
尿
を
つ
く
る
と
い

っ
た
役
割
が
果
た
せ
な
く
な
る
た
め
、

老
廃
物
や
余
分
な
水
分
が
体
に
貯
ま

っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、体
の
だ
る
さ
や

食
欲
不
振
、
む
く
み
や
息
切
れ
な
ど

と
い
っ
た
症
状
を
呈
し
ま
す
。
し
か

し
、
腎
臓
は
肝
臓
と
同
様
に
「
沈
黙

の
臓
器
」
で
す
の
で
、こ
う
い
っ
た
症

状
は
末
期
腎
不
全
に
な
る
ま
で
進
行

し
な
い
限
り
現
れ
ま
せ
ん
。

春
か
ら
は
父
も
義
弟
も
耕
さ
ぬ
広
き
畑
に
雪
降
り
積
も
る

　五
、
六
人
下
校
の
子
ら
は
は
し
ゃ
ぎ
つ
つ
滝
坂
の
小
径

我
を
追
い
越
す

雪
残
る
山
の
峰
み
ね
連
な
り
て
蒼
空
の
下
春
の
目
覚
め
る

　大
雪
の
積
も
る
が
ま
ま
に
形
な
す
二
月
の
庭
の
植
木
の

ア
ー
ト

峡
の
村
沢
落
つ
水
の
渦
巻
き
し
淵
に
春
め
く
枝
の
ふ
ふ

め
り

無
造
作
に
新
聞
に
包
み
し
花
束
を
ほ
ど
け
ば
ス
ト
ッ
ク

の
香
り
広
が
る

配
達
の
靴
あ
と
深
き
雪
の
朝
か
じ
か
む
手
に
て
新
聞
を

と
る

沼
田
市
東
原
新
町�

箕　

輪　

愛　

子

沼
田
市
清
水
町�

堀　

越　

京　

子

沼
田
市
高
橋
場
町�

白　

井　

恵
美
子

沼
田
市
白
沢
町�

大　

迫　

あ
い
子

み
な
か
み
町
後
閑�

番　

場　

正　

夫

み
な
か
み
町
相
俣�

野　

島　

幸　

恵

み
な
か
み
町
須
川�

阿　

部　

富　

子

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
臓
器
で
す
。

末
期
腎
不
全
に
な
る
と
、
生
き
て
い

く
の
に
「
腎
臓
の
代
わ
り
」
と
な
る
手

段
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
こ
の「
腎
臓

の
代
わ
り
」
が
腎
代
替
療
法
で
あ
り
、

①
血
液
透
析
、
②
腹
膜
透
析
、
③
腎

移
植
、
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
①
血
液
透
析
に
つ
い
て
で

す
が
、
日
本
で
最
も
普
及
し
て
い
る

腎
代
替
療
法
で
す
。
血
液
透
析
は
、週

に
３
回
、
１
回
４
～
５
時
間
か
け
て
、

身
体
の
外
に
血
液
を
取
り
出
し
、
血

液
中
の
老
廃
物
や
余
分
な
水
分
を
取

り
除
い
た
あ
と
、
再
び
体
内
に
戻
す
、

と
い
う
治
療
を
一
生
か
け
て
行
っ
て

い
き
ま
す
（
図
）。

利根中央病院
腎臓内科医長

岡部 智史

腎
臓
の
機
能
と
人
工
透
析

　 
末
期
腎
不
全
か
ら
腎
代
替
療
法 

　

患
者
さ
ん
自
身
で
行
う
必
要
が
な
い

こ
と
、
な
ど
が
普
及
し
て
い
る
要
因

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
血
液
透
析

は
、
合
併
症
が
多
い
こ
と
、
食
事
制

限
が
多
く
な
る
こ
と
、
頻
回
に
通
院

す
る
こ
と
、バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
ア
ク
セ
ス

と
呼
ば
れ
る
血
液
透
析
に
必
要
な
血

管
を
作
成
し
て
維
持
す
る
こ
と
、
な

ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
血
液
透
析

は
当
院
で
も
行
え
る
腎
代
替
療
法
に

な
り
ま
す
。

次
に
、
②
腹
膜
透
析
に
つ
い
て
で

す
が
、
自
分
の
体
内
に
も
と
も
と
あ

る
腹
膜
を
使
っ
た
透
析
で
あ
り
、
血

液
透
析
ほ
ど
普
及
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
通
院
回
数
が
少
な
く
て
済
む
こ

と
（
月
に
約
１
回
）、
透
析
液
の
交
換

時
間
を
自
分
の
都
合
で
多
少
融
通
で

き
る
こ
と
、
な
ど
血
液
透
析
に
比
べ

る
と
生
活
の
自
由
度
が
高
い
で
す
。一

方
で
、
血
液
透
析
同
様
に
合
併
症
が

多
い
こ
と
、
１
日
に
数
回
の
透
析
液

の
交
換
を
毎
日
自
分
で
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
、
な
ど
患
者
さ
ん

自
身
に
か
か
る
負
担
は
大
き
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
腹
膜
の
機
能
は
経
時

的
に
落
ち
て
し
ま
う
た
め
、
５
～
８

年
前
後
を
目
安
に
、
途
中
で
ほ
か
の

腎
代
替
療
法
へ
切
り
替
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
③
腎
移
植
で
す
が
、腎
代

替
療
法
の
中
で
も
最
も
生
活
の
自
由

度
が
高
く
、
良
好
な
生
命
予
後
が
期

待
で
き
る
治
療
方
法
で
す
。
そ
し
て
、

末
期
腎
不
全
に
対
す
る
唯
一
の
根
治

的
治
療
で
あ
り
、
腎
移
植
が
成
功
し
、

腎
機
能
が
回
復
・
維
持
し
続
け
れ
ば
、

以
後
の
腎
代
替
療
法
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、日
本
で
は
年
間
１
５

０
０
人
前
後
と
そ
れ
ほ
ど
普
及
し
て

い
ま
せ
ん
。
普
及
を
阻
ん
で
い
る
最

大
の
原
因
は
、
腎
臓
の
提
供
者
が
必

要
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
生
体
腎
移

植
で
は
健
康
な
親
族
の
方
に
メ
ス
を

入
れ
て
腎
臓
を
提
供
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、献
腎

移
植
（
脳
死
後
ま
た
は
心
停
止
後
の

方
で
、
生
前
に
書
面
で
本
人
の
臓
器

提
供
の
意
思
が
あ
る
場
合
、
も
し
く

は
本
人
の
意
思
が
確
認
で
き
な
い
場

合
で
も
ご
家
族
の
承
諾
が
あ
る
方
か

ら
臓
器
提
供
さ
れ
ま
す
）
に
つ
い
て

は
、
日
本
は
諸
外
国
に
比
べ
て
臓
器

提
供
が
圧
倒
的
に
少
な
く
、
献
腎
移

植
を
希
望
し
て
も
、
腎
移
植
を
う
け

る
ま
で
に
は
10
数
年
に
わ
た
る
長
い

待
機
期
間
が
あ
り
、
そ
の
間
は
透
析

を
受
け
な
が
ら
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
腎
代
替
療
法
の
方
法
が
優
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
が

自
分
に
あ
っ
た
治
療
方
法
を
、
担
当

の
医
師
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と

相
談
し
て
決
め
る
こ
と
が
大
事
に
な

り
ま
す
。

　

末
期
腎
不
全
に
な
ら
な
い
た
め
に

①
で
き
る
限
り
早
く
に
発
見
す
る

こ
と
（
早
期
診
断
）、
②
そ
れ
以
上
に

進
行
さ
せ
な
い
こ
と
（
進
行
抑
制
）
に

な
り
ま
す
。

早
期
診
断
の
た
め
に
は
、
年
１
回

の
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
最
適

な
方
法
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、健
康

診
断
で
尿
検
査
異
常
（
尿
蛋
白
・
尿

潜
血
）
や
腎
機
能
低
下
（
血
清
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
値
の
上
昇
）、
高
血
圧
、
高

血
糖
な
ど
を
指
摘
さ
れ
た
ら
、
そ
れ

を
放
置
せ
ず
に
必
ず
か
か
り
つ
け
医

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
進
行
抑
制
と

し
て
は
、
減
塩
や
禁
煙
、
肥
満
や
高

血
糖
の
改
善
で
、
高
血
圧
症
や
糖
尿

病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
の
改
善
に

と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。

２
０
１
５
年
時
点
で
、
日
本
全
国

の
血
液
透
析
患
者
数
は
30
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、全
国
の
い
た

る
と
こ
ろ
に
血
液
透
析
を
行
え
る
施

設
が
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
、腎
移
植
の

よ
う
に
提
供
者
に
よ
る
治
療
の
制
限

が
な
い
こ
と
、
腹
膜
透
析
の
よ
う
に

［
参
考
］
日
本
慢
性
腎
臓
病
対
策
協
議
会

http://j-ckdi.jp/ckd/index.html

知
ろ
う
。
ふ
せ
ご
う
。
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

http://www.kyowa-kirin.co.jp/ckd/
腎
臓
病
な
ん
で
も
サ
イ
ト

https://www.kidneydirections.ne.jp/
M
ediPress
https://dialysis.medipress.jp/

図：血液透析の模式図
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血液回路

浄化された血液

老廃物を含む
透析液

透析液

血液

ダイアライザー
（人工腎臓）
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全国の医療生協では、「健康をつくる、平和をつくる、いのち輝く社会をつくる」を掲げて活動しています。

１月班会開催一覧

472 人67 班

沼田東

沼田南

沼田北

池　田

利根北

片　品

川　場

利　南

白　沢

昭和南

川　田

月夜野東

月夜野西

職域・他

病棟・他

生方　輝房

村田　定蔵

小林永久子

髙橋　道子

馬場半次郎

永井　達郎

小菅　愛子

大竹すみ枝

金子　好男

星野　完夫

星野　時夫

櫛渕トヨ子

宮田　正子

織田澤はま子

角田　梅子

石井　征子

板橋きみ枝

高橋　マキ

高橋喜和子

藤澤　房子

堤　とも子

堤　　きみ

深津　文子

岡野　行男

中村　秀夫

江口　健己

真庭　利治

渋谷　典子

山田八重子

都丸　富子

長濱　水郎

林　　友好

岡嶋　禎子

岡野　行男

西畠みどり

脳トレ・尿チェック

脳トレ・尿チェック

インフルエンザ・肺炎の話

太極拳（計 2 回）

新年会

俳句会

笑いヨガ・カルタ大会

新年会

健康体操 ( 計 2 回）

笑いヨガ

笑いヨガ

認知症の話・脳トレ

新年会（お食事会）

尿失禁について

年間計画づくり

卓球班会

筋トレ・唄・体操（計2回）

筋トレ・唄・体操（計2回）

筋トレ・唄・体操（計2回）

筋トレ・唄・体操（計2回）

筋トレ・唄・体操（計2回）

筋トレ・唄・体操（計2回）

新年会・年間計画

カラオケサロンひだまり（計 13 回）

新年会

新年会

新年会

動脈硬化の話

新年会・血管を若く保つために

新年会・合唱

免疫力について

免疫力について

ラジオ体操・脳いきいき体操（計 2 回）

健康マージャン広場（計 12 回）

インフルエンザ予防

5

5

6

6

4

4

10

6

18

4

3

12

7

4

8

5

6

6

8

6

8

8

5

109

6

6

6

6

5

9

5

4

14

138

10

上原町 7-3

上原町 6-2

材木町11-3

秋桜会

鍛冶町合同

いこい句会

ときめき班

岡谷 西部１

大原合同

菅沼　１

菅沼　２

生品合同

中野合同

上久屋馬場

尾合合同

ラビットの会

川額 入原合同 1

川額 入原合同 2

川額 入原合同 3

川額 入原合同 4

川額 入原合同 5

川額 入原合同 6

宮塚合同班

ひだまりの会

政所合同

政所合同

真庭合同

後閑 上・下入合同

下牧 原の中

さわやか班

月夜野 町組合同

月夜野　町組合同

福寿草

健康麻雀を楽しむ会

ふれあいの輪

総計

おらがまちの 班会あれこれ

１月まちかど健康チェック開催一覧

３月まちかど健康チェック開催予定

会　　場
薄根公民館（まつり）	
高山温泉ふれあいプラザ

支部名
薄根
高山

会　場
高山温泉
ふれあいプラザ

支部名

高	山

日  時
26日
17:00～19:00

片品　菅沼合同班沼田北　ときめき班

今回は笑いヨガ。 
笑うことで認知症を防げるのかな？

昨年の11月から班会が開けるようになりました。
今回は「かるた大会」。  次回の計画も楽しみです。

月夜野東　真庭政所合同班沼田東　材木町11-3班

白沢　尾合合同班月夜野西　橋下橋上合同班

セラバンド体操・北国の春体操を中心に実施。  ちょっと
つかれたかな。  来年度の予定もたてました。

栄養士から減塩料理を学習。  尿中測定も実施、塩分摂
取量をチェックしました。

薬剤師から薬の話を聞き、アレルギーや薬の飲み方、  
残薬の調整など詳しく知りました。

足指力を測定し、転倒予防体操を行いました。
ころんで動けなくなると認知症になるもんね。

①
健
診
ス
タ
ッ
フ
・

医
師
の
方
々
、
そ

れ
ぞ
れ
声
を
か
け

て
く
だ
さ
り
安
心

感
を
与
え
る
も

の
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
お
続
け
く

だ
さ
い
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

（
無
記
名
）

②
事
故
で
大
け
が
を
し
た

私
を
皆
様
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
命
を
救
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
清
潔
な
院
内
で
全

て
の
方
が
患
者
一
人
一
人

に
誠
実
に
対
応
し
て
く
だ

さ
る
姿
に
感
銘
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
素
晴

ら
し
い
病
院
を
守
り
発
展

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
事
務

の
方
の
手
際
の
良
さ
と
食

事
が
常
に
温
か
い
こ
と
に

も
大
感
激
で
し
た
。

（
60
歳
代　

男
性　

要
約
）

病
院
へ
の
感
謝
の
声

み
な
か
み
町
相
俣

　
　

星せ
ら來
ち
ゃ
ん
（
５
歳
）

小
室
蒼そう
ま馬
く
ん
（
２
歳
）

二
人
仲
良
し
。
マ
マ
が
入
院
中
も

が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

掲載希望の方は ①お子様氏名 
②年齢 ③住所 ④コメント（
13文字以内）⑤連絡先 をご
記入の上ご投稿下さい。
編集事務局
E-mail:sukusuku-tone
@tonehoken.or.jp

　定款区域内である沼田市、利
根郡、吾妻郡一円、旧子持・赤城
村に転居される場合は、住所変
更の手続きが必要となります。
　区域外へ転居する場合は、脱
退手続きの後、出資金をお返し
することになっております。

連絡先 生協本部
 ☎22-6060

転居の連絡を
生協本部へ

お知り合いの医学生さんを
  　ご紹介ください
利根中央病院が加盟する群馬民医連では、
将来、勤務を希望する医学生さんを対象に、
奨学金の貸与を行なっております。
詳しくは医局事務課・須藤までお問い合わせください。

　募集人員：第1学年から卒業年次までの若干名

　貸与金額：1～3年生		50,000円／月
　　　　　　4～6年生		60,000円／月

　備考：●他の奨学金を利用している方も応募で
　　　　　きます。
　　　　●奨学金の申請は年間を通じて受け付け
　　　　　ています。
　　　　●卒業後、一定の勤務により奨学金の返
　　　　　還が免除されます。

【日　時】３月１１日（日）受付９時開始
　　　　　９：２０～１５：１０

【場  所】みなかみ町カルチャーセンター（上牧）

※参加希望の方は、資料や昼食などの準備がありますので、
　お早めに各支部役員または組織部（☎22-2300）まで
　お申し込み下さい。

保健組織活動交流集会第41回

★ 記念講演「オーラルフレイル」
　　　　　　（お口の健康予防）
　講師：利根歯科診療所　医長　金子　貴紀
★ 特別報告：①特別養護老人ホームの進捗
　　　　　　②利根中央診療所の現状
★ 組合員による活動報告
★ 午後、分散会

内  容

支部名 人数班　　名 班会内容班長 ・代表名


